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X軸、Z軸 ス ト ロ ー ク X軸：330mm，Z軸：275mm
最小位置決め X軸，Z軸：0.015mm
送 り 速 度 X軸，Z軸：50～140mm/min
 
X軸：ステッピングモータ（ステップ角 1.8°，相数 4，トルク 540mN・m（10pps））
Z軸：ステッピングモータ（ステップ角 1.8°，相数 4，トルク 412mN・m（10pps））
回転テーブル 寸 法 直径 175mm
回 転 角 無限
最 小 回 転 角 0.006°/パルス
回 転 方 向 時計回り、反時計回り
回 転 速 さ 0～1.7rpm
直 径 0.14mmヒータ
（ニクロム線） 張 力 最大 1.96N/cm、調整可能
X軸、Z軸、回転テーブルの動き X軸、Z軸はそれぞれ独立、かつ、同時に動く。回転テーブルは独立に動く。
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図14 正三角錐 図15 円錐
図17 螺旋状の立体図16 円柱
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テーブルを有する学校現場の造形教育で活用できる
発泡スチロール加工機を製作した。また、Visual-
Basicによって、発泡スチロール加工機を制御する
プログラムを作成し、多角形・正多角柱・正多角錐・
円柱・円錐・螺旋状の立体の立体を造形できた。
今後、自由形状の加工、プログラムの操作性の向
上、そして、造形教育への活用と実践が課題として
挙げられる。
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